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2025年に目指すべき社会の姿　「科学技術の俯瞰的予測調査」に基づく検討
連　載
                                                         分野 3：『脳科学』の進展による生活者の活動支援
                                                     分野 4：安全で持続可能な都市




























































































1   分野3「『脳科学』の進展による生活者の活動支援」の概要 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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2   分野4「安全で持続可能な都市」の概要 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表３　将来像の検討手順
科 学 技 術 動 向　2007年 6月号































































































科 学 技 術 動 向　2007年 6月号
38 Science & Technology Trends   June  2007 39
2025年に目指すべき社会の姿　「科学技術の俯瞰的予測調査」に基づく検討
充当できる。サービス産業を中心
に、地域の特性を生かした新たな
産業が創出され、経済活動が活性
化する。人や物資の移動や経済活
動が効率化することで、二酸化炭
素排出量が大幅に減少し、地球環
境に調和した持続可能な都市環境
が実現する。
　中心市街地近傍への人口再配置
が進み、新しいコミュニティが形
成されるとともに、移動時間縮減
により得られる余剰時間を用い、
生活者の地域コミュニティ活動や
文化・スポーツ活動が活発化する。
環境意識の向上した生活者個人
は、地域コミュニティ単位での環
境問題を共有化するようになり、
環境負荷低減活動の協同が活発化
する。また、地震対策に関しても、
情報共有化を通じた地域コミュニ
ティ単位の協同が根付き、個人と
地域コミュニティとの一体感の醸
成や、安全・安心が実現する。
　特に地方都市ではコンパクト
化を契機に、大都市圏への人口流
出による人口減少に歯止めがかか
り、日本各地で賑わいのある生活
が戻る。林業や農業従事者も都市
内に居住し、勤務地（林地、農地）
へ通勤する形態が一般化し、一次
産業の姿も現在と比べ大きく変化
する。
　上述の６つの将来像は、それぞ
れ個人～コミュニティ～社会基盤
の様々なレベルに深く関連してい
る（図表４）。
２‐３
生活者の視点からみた
変化の例
　分野４で出された将来像の例
を、サブテーマ毎に図表５に示す。
図表４　将来像の位置付け
図表５　分野４「安全で持続可能な都市」で出された将来像の例
コンパクト都市 低環境負荷交通システム
【長期耐用型の余裕ある社会基盤技術】
100年単位の時代の変化に柔軟に対応できる社会基盤が構築される
蘆建物構造性能モニタリング保全技術
蘆既存建物の高精度非破壊検査及び補強技術
蘆世代交代対応／業態変化対応可能な住宅・建築システム
蘆高強度高じん性溶接技術
蘆鉄骨工事合理化接着技術
【社会基盤インフラの更新技術】
周囲環境に悪影響を与えず、資源を無駄なく活用して社会基盤が更新される
蘆  LCA（ライフサイクルアセスメント）を踏まえた土木・建築構造物設計
技術
蘆保守解体機能を予め組込む建築技術
蘆社会基盤再生、超寿命化維持管理技術
【公共交通と自動車の融合型新交通システム】
都市内で高齢者の安全な移動が実現するとともに、公共交通の利便性が向上し、
自動車への過度の依存が解消する
蘆自動車故障／事故予知センサ技術
蘆交差点出会い頭事故防止技術
蘆高齢者運転操作支援システム
蘆自動運転技術（事故予防、円滑運転）
【道路交通量のコントロール】
自動車交通需要が適正化し、渋滞が解消され、環境負荷が低減する
蘆交通需要最適化システム
蘆個別配送向け共同配送システム
【用途に応じた多様な低環境負荷自動車】
用途に合わせた低環境負荷自動車の普及が拡大し、環境負荷が低減する
蘆燃料電池自動車技術
蘆水素供給インフラネットワーク技術
蘆バイオマスエネルギー変換技術
分散エネルギーシステム 災害軽減システム
【地区／街区単位の電気・熱エネルギーの融通】
地区／街区単位でエネルギーを融通し合い、時間的空間的な需給ミスマッチを
解消し、地域単位で効率的なエネルギー利用が実現する
蘆マイクログリッド技術
蘆高効率地域熱エネルギー供給技術
【太陽光発電・バイオマスの一般化】
太陽光発電が低コスト化し大規模に普及する。穀物以外の国内資源を生かした
バイオマスエタノール燃料が普及し、休耕田や里山の再生が進む
蘆高効率大面積薄膜太陽電池技術
蘆エネルギー資源作物／低コストバイオマス燃料製造技術
【水素供給ネットワーク・燃料電池の大規模導入】
定置式燃料電池システムが低コスト化して大規模に普及し、家庭のエネルギー
効率が飛躍的に向上する。再生可能エネルギーで水素生産が開始される
蘆固体高分子形定置式燃料電池
蘆バイオマス水素製造技術
【エネルギー貯蔵（二次電池など）の導入】
風力発電など不安定な自然エネルギーの大規模導入が可能となる
蘆高効率低コスト二次電池技術
【建築構造物の耐震性向上】
建築物の耐震性能を的確に評価できるようになり、補強・改修が進むことで、
都市内の倒壊リスクが低減する
蘆次世代免振／制震技術
蘆高層建築向け耐震性評価・補強技術
【リアルタイム地震情報の広範かつ十分な利用】
大規模地震発生予測が精度良く可能となる
蘆地震到達前情報伝達防災ネットワーク技術
蘆中期的大規模地震発生予測技術
蘆個人携帯端末による避難誘導防災システム
【地震時の被害状況把握および迅速な対応】
大規模震災時の被害予測に基づく十分な事前対策が可能となる。被災状況を瞬
時に把握し、迅速で的確な被災地支援により早期復旧が可能となる
蘆大規模震災時の被害予測シミュレーション技術
蘆衛星／レーダ情報を用いた広域災害状況監視システム
